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早稲田大学大学院法学研究科博士後期課程を 2013 年 3 月に退学した藤岡典夫氏は、早
稲田大学学位規則第７条第１項に基づき、2012 年 11 月 28 日、その論文「予防原則と環
境・健康の保護の水準――予防原則に基づく措置に対する統制――」を早稲田大学大学院
法学研究科長に提出し、博士(法学)（早稲田大学）の学位を申請した。後記の審査委員は、























用される場合とを区別して考察することという 2 つの観点から分析するものとしている。 














































































































機能するかについて、EU 及び WTO での議論・判例を分析する。そして、EU や WTO の
ような自由貿易促進に重要な価値を置くレジームが、環境及び健康に関する保護の水準の
決定に加盟国の自由裁量を容認していることは重要であるとする。 









































































 第 1 に、従来、研究者の間では、予防原則は手続的問題としてのみ扱われるとの議論が
強かったが、本論文は、実体的基準の可能性を論じたことである。 
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